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※ 本講演資料は、以下の活動の報告書、活動から得られた知見を基に作成した

本講演内容の問合せ先

第1次活動：平成15年度～17年度
省エネルギーに関する国際標準の獲得・普及促進事業
（省エネルギー等国際標準開発（国際標準分野））

『各種ITツールの活用を保証するデータ基盤に関する国際標準化』

第2次活動：平成18年度～現在
省エネルギーに関する国際標準の獲得・普及促進事業
（省エネルギー等国際標準開発（国際標準分野））

『デジタルものづくり推進のためのデータ基盤に関する国際標準化』

※ 問合わせ先

（一般財団法人）製造科学技術センター

推進協議会事務局 大西さん onishi@mstc.or.jp

TC184/SC4 推進協議会

議長 座間 koichi312.zama@gmail.com

mailto:onishi@mstc.or.jp
mailto:koichi312.zama@gmail.com
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本活動の背景

・TC184/SC4 とは？・・・
・推進協議会の設立
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ISO TC184/SC4 とは？

TC184：オートメーションシステム及び
インテグレーション専門委員会

SC4：産業データ分科会

STEP：正確な製品データ表現を規格化、製品データ交換などに活用
最近時、自動車が中心のAP214と航空機が中心のAP203が統合され
IS規格 AP242として整備されている
（Standard for the Exchange of Product model data）

PDQ：製品データ（主に形状）の品質（例えば 曲面の折れ/離れなど）
（Product Data Quarity）

1990年代に、この分科会でSTEPの国際規格を制定
2000年代には、PDQの規格を制定、最近では JTが旬

“ものづくり”に欠かせないデジタルデータに関する
IS規格を検討/発行審議をする分科会

ISO Committee

現在、18カ国が参加（日本は主要5カ国を構成）

ISO TC184/SC4 とは？

製造業全般に関係が深いTC

TC10：製品技術文書情報
・図面表記に関する規格

TC213：製品の寸法･形状の仕様及び評価
・幾何公差などの規格

その他のTC

TC22：自動車
TC85：原子力
TC261：積層造形
TC269：鉄道分野 など
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多くの産業界に跨る課題

TC184/SC4の特徴：関連領域の広さ

JAMA JEITA

SJAC

TC184
SC4

JAMA

TC184
SC4

各団体の活動にとっては、

全体の極一部に過ぎない

領域が広いが故

“他の団体は如何するのか？“

の議論に陥り易い

エンジニアリング領域”ものづくり”の多くに関わる規格

オーナーが不在

ISO TC184/SC4
領域の特徴
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製造業の中での3団体

自動車

航空/宇宙

電気/電子

製品規模

マスプロダクション

産業界（製造業）の中で
3団体ビジネスの位置づけ

JEITA JAMA

SJAC

主要な領域を占めている
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新たな活動体制構築ISO TC184/SC4
国内審議体制の強化

産業界の3団体（SJAC、JEITA、JAMA）が発起人となり、

TC184/SC4 国内審議体制を再構築

経産省
基準認証ユニット
JISC

ISO委員会

TC184/SC4
国内対策委員会
委員長、委員

運営協議会
産業界
（JEITA、SJAC、JAMA）

事務局（MSTC）

組織の再構築/活動の正常化

新規設立

組織運営のための

支援を実施

① 国内対策委員会（JNC）の活動バックアップ

② 産業界としてISOへの働き掛けと連携の強化

⇒ 運営協議会を設置し、産業界のニーズ、要件をタイムリーにトス

⇒ 経産省製造産業局と連携し、広く産業界に訴求し賛同者の確保

2013年から活動開始
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2014年度の活動

経産省
基準認証ユニット
JISC

ISO委員会

TC184/SC4
国内対策委員会
委員長、委員

運営協議会
産業界
（JEITA、SJAC、JAMA）

事務局（MSTC）

2013年 2014年 2015年

2013（H25）年度 2014（H26）年度 2015（H27）年度

★
MSTCを

国内審議団体に申請

★
国内対策委員会

開催

★（11月）
ISO国際会議

★（11月）
ISO国際会議

★
ISO国際会議

★
ISO国際会議

４月より新年度の活動がスタート

ISO TC184/SC4
推進協議会の活動

03月31日 第1回 運営協議会

04月23日 第1回 国内対策委員会

05月5日～9日 ISO国際会議（Philadelphia）へ委員派遣

08月05日 他団体/ＩＴベンダー殿への説明会

11月3日～7日 ISO国際会議（Belfort）へ委員派遣

10月16日 運営協議会 総会 名称変更：推進協議会

12月18日 ISO国際会議 報告会

2015年

01月22日 第1回 合同WG会議

②賛同者の開拓⇒安定運用

★
国内対策委員会

活動開始
運営協議会立上げ

（暫定対応）

★
“ものづくり”データ

標準化推進
センター

体制確定
（恒久対応）

①SC4案件の審議、新規規格の提案検討

活動・運営が厳しい状況

★（5月）
ISO国際会議

③プロジェクト体制の検討 国のプロジェクトとして
活動を加速させたい
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推進協議会と経産省プロジェクト

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

第1次活動
★

推進協議会へ
名称変更

第2次活動

★
運営協議会設立
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経産省プロジェクト（2015年度～2017年度）

起案：製造産業局・産業機械課
協力：製造産業局・自動車課

製造産業局・航空機武器宇宙産業課
商務情報政策局・情報通信機器課

プロジェクトの
提案体制

プロジェクトの活動テーマ
「各種ITツールの活用を保証するデータ基盤の国際標準化」

プロジェクト
活動内容

TC184/SC4 推進協議会・国内対策委員会
（JAMA、SJAC、JEITA・標準の専門家）

１．同一性検証のISO規格提案と開発
２．次期国際標準提案へ向けた技術検討

・計測自動化とCADデータへの反映
・新デジタル検証技術の標準化検討

３．標準（新規、既存）の利用/活用検討

経済産業省 産業技術環境局 国際標準課
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経産省プロジェクト（2018年度～2020年度）

起案：製造産業局・産業機械課
協力：製造産業局・自動車課

製造産業局・航空機武器宇宙産業課
商務情報政策局・情報通信機器課

プロジェクトの
提案体制

プロジェクトの活動テーマ
「デジタルものづくり推進のためのデータ基盤に関する国際標準化」

プロジェクト
活動内容

TC184/SC4 推進協議会・国内対策委員会
（JAMA、SJAC、JEITA・標準の専門家）

１．PDQのISO規格（ed-3）提案と開発
２．次期国際標準提案へ向けた技術検討

・メカ・電気・ソフト融合によるデジタル検証技術の標準化
・非接触計測プロセスの自動化とCADデータへの反映

３．標準（新規、既存）の利用/活用検討

経済産業省 産業技術環境局 国際標準課

現在、活動中

経産省プロジェクト活動
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推進協議会と経産省プロジェクトの体制

議長 座間宏一（JAMA）
副議長 藤沼知久（JEITA）

原野清隆（SJAC）
事務局長 宮澤和男（MSTC）
幹事 伊井野政宏（JAMA）

樋口勝敏（JAMA）
嵯峨周司（JAMA）
成瀬工鎮（JAMA）
今田毅（JAMA）
石毛定雄（JAMA）
髙橋 一哲（JEITA）
生方 清美（JEITA）
相馬 淳人（JEITA）
武藤栄一郎（SJAC）
西出重人（SJAC）

常任顧問 平岡 弘之（ISO TC184/SC4 JNC）
大高晢彦（ISO TC184/SC4 PPC）

特命担当 髙橋俊昭（３Ｄ＋１ラボ）
羽貝正道（JAMA）

TC184/SC4推進協議会
体制

経産省プロジェクト
（デジタルものづくり革新のための国際標準化委員会）

体制

委員長 座間 宏一（デジタル標準企画）
委員 髙橋 俊昭（３Ｄ＋１ラボ）

伊井野 政宏（日産自動車）
嵯峨 周司（三菱自動車工業）
石毛 定男（本田技術研究所）
成瀬 工鎮（トヨタ自動車工業）
藤沼 知久（東芝インフォメーションシステムズ）
火口内 恵一（SJAC）
羽貝 正道（JAMA）
大髙 晢彦（ISO TC184/SC4 JNC）
平岡 弘之（中央大学）
鈴木 宏正（東京大学）
金田 徹（関東学院大学）
乾 正知（茨城大学）
相馬 淳人（エリジオン）
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経産省プロジェクト活動概要

・第1次活動（2015年度～2017年度）

・第2次活動（2018年度～2020年度）
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ツールを統一してデジタルを活用

産業界（自動車）での業容の変化

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc. 11

DE領域での現状認識

A社
グループ

B社
グループ

C社
グループ

企業グループ（系列）

現状認識

OEM

Tier1

企業グループ内では、

企業間デジタルコラボレーションを駆使して、

車両開発～生産準備～生産の活動を実施

一方、企業グループ間では、

際立った展開は行われていない

・
・
・

？ ？

DE：デジタルエンジニアリング

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc. 12

DE領域での現状認識

・グローバルに拡大（横に拡がり）

・Tier2、Tier3に拡大（縦に拡がり）

今後の方向性
競争の中心が、

グローバルに拡大すると共に

多くのサプライヤーとの

デジタルによる共創が不可欠

デジタル情報を中心に
共創活動を拡大

•開発効率ＵＰ
•コスト削減
•品質向上
•グローバル化

設計
デザイン

実験/評価

サービス

製造/検査

生産準備

企画

＋

設計
デザインデザイン

実験/評価

サービス

製造/検査

生産準備

企画

＋

時代の要請

DE：デジタルエンジニアリング

2000年代前半から3Ｄデジタルデータを活用
品質向上、期間短縮など多くの効果を得てきた

⇒ ツールの統一に限界

プロジェクト活動の
背景
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ツールを統一してデジタルを活用

産業界（自動車）での業容の変化
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DE領域での現状認識

・グローバルに拡大（横に拡がり）

・Tier2、Tier3に拡大（縦に拡がり）

今後の方向性
競争の中心が、

グローバルに拡大すると共に

多くのサプライヤーとの

デジタルによる共創が不可欠

デジタル情報を中心に
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•開発効率ＵＰ
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＋
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DE：デジタルエンジニアリング

2000年代前半から3Ｄデジタルデータを活用
品質向上、期間短縮など多くの効果を得てきた
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A社
グループ

B社
グループ

C社
グループ

DE領域での適用範囲

想定される状況（近い将来）

競争 協調＜ を具現化できる領域

現状

より柔軟なデジタルデータ（情報）の
流通が不可欠

協調 ＝ 標準化

DE：デジタルエンジニアリング

ツールを統一 ⇒ 標準データを利活用

プロジェクト活動の
背景
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経産省プロジェクト（2015年度～2017年度）

起案：製造産業局・産業機械課
協力：製造産業局・自動車課

製造産業局・航空機武器宇宙産業課
商務情報政策局・情報通信機器課

プロジェクトの
提案体制

プロジェクトの活動テーマ
「各種ITツールの活用を保証するデータ基盤の国際標準化」

プロジェクト
活動内容

TC184/SC4 推進協議会・国内対策委員会
（JAMA、SJAC、JEITA・標準の専門家）

１．同一性検証のISO規格提案と開発
２．次期国際標準提案へ向けた技術検討

・計測自動化とCADデータへの反映
・新デジタル検証技術の標準化検討

３．標準（新規、既存）の利用/活用検討

経済産業省 産業技術環境局 国際標準課
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プロジェクトの目指す姿

「各種ITツールの活用を保証するデータ基盤の国際標準化」
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経産省プロジェクト（2018年度～2020年度）

起案：製造産業局・産業機械課
協力：製造産業局・自動車課

製造産業局・航空機武器宇宙産業課
商務情報政策局・情報通信機器課

プロジェクトの
提案体制

プロジェクトの活動テーマ
「デジタルものづくり推進のためのデータ基盤に関する国際標準化」

プロジェクト
活動内容

TC184/SC4 推進協議会・国内対策委員会
（JAMA、SJAC、JEITA・標準の専門家）

１．PDQのISO規格（ed-3）提案と開発
２．次期国際標準提案へ向けた技術検討

・メカ・電気・ソフト融合によるデジタル検証技術の標準化
・非接触計測プロセスの自動化とCADデータへの反映

３．標準（新規、既存）の利用/活用検討

経済産業省 産業技術環境局 国際標準課
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推進協議会と経産省プロジェクト

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

第1次活動

★
運営協議会設立

★
同一性検証規格開発

IS規格発行

国際標準開発

★
推進協議会へ

名称変更

第2次活動
各団体の標準案を

持寄り検討
自工会の案を採用

同一性検証規格開発

標準の利用活用
国際標準調査
（AP242など）

PDQ-ed3

クラウド環境で
実証実験

・欧米
ベンチマーク調査

・e-クラウド
利活用 調査/検討

★
デジタル活用へ向けた

提言書作成

経産省プロジェクト活動
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ISO国際標準規格の開発

・同一性検証国際標準規格
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図面
3Dデータ
（図面）

3D単独図
3D寸法

デジタル情報

利
用
状
況

人の介在 多い 少ない

製品の品質 バラツキ大 バラツキ少

JAMA・JAPIA 同一性検証ガイドライン（2014年9月発行）

過去 現在
近い将来

活用
本格化

“ものづくり” 領域での拠り所の変化 過去：図面を人が読取り物造り
現在：3Dデータの活用が定着

（3Dデータ＋図面の情報）
近い将来：
デジタル情報を駆使した物造り
下流工程での活用が更に拡大

各工程でデジタル情報の活用拡大
用途に合った多くのツールを利用

データの変換が多用され、
変換の信頼性の向上が課題

A A‘

データ変換
AとA’  のデータ同一性の定義と基準が必要

⇒ ガイドラインとして整備し、検証ツール化を促進

PDQ（Product Data Quality）：データに対する品質基準
同一性の検証ガイドライン：変換ツールに対する品質基準
⇒データ変換を利用するユーザ（OEM、Supplier）にメリット

応用編
CADのVer UP時の
データ保証にも活用

ISOへの規格提案ISO TC184/SC4
推進協議会の活動
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同一性検証 ISO国際標準規格の発行
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同一性検証規格とPDQ-ed1規格の開発

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

PDQ-ed1規格開発の状況（2008年IS発行）

JAMAのガイドライン
（形状部分） 国際標準規格開発 ★

IS規格発行

国際標準規格開発 ★
IS規格発行

JAMAのガイドライン

同一性検証規格開発の状況（2018年IS発行）

規格開発のパフォーマンスは同様であるが、標準開発に
着手するタイミングが飛躍的に改善された！

⇒ 推進協議会の役割は重要
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標準の利用/活用推進活動

・実証実験とデジタル活用の提言

第1次経産省プロジェクト活動
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標準を役立たせる為の仕掛け作り

“ものづくり”の
効率化へ向けた
デジタル情報の

国際標準化

標準規定

各産業界毎に
標準の適用を具体化した

利活用ガイドライン
ガイドライン

必要なTool
（CAD/Viewer/変換/保証）

の機能実装

ガイドライン
実装推進

教育/普及推進活動 訴求

国際
標準開発推進

利用/活用推進
（産業界）

世界の知恵を集めつつ、

標準化をベースとした

利用技術の備えを固める

相
互
作
用

産業界にとって“標準“とは
スパイス、触媒、酵素

利活用の取組みとの
相互作用で

“価値”が創出される※“標準”だけでは嬉しくない

産業界ニーズ発の標準化と

利用/活用の推進を連携させ、

日本としてISOへ発信

標準の利用/活用を支え、加速し
価値を創出する為の

産業界の取組みが重要
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2D図面から3Dデータ（デジタル情報）を駆使した“ものづくり”の変遷

拠り所 図面
3Dデータ
（図面）

3D図面（単独図）
3D寸法

デジタル情報

利用
状況

データの
トレンド

流通/活用
領域の

拡大状況

産業界の
メリット

人作業 “大”
品質バラツキ “大”

人作業 “小”
品質バラツキ “小”

系列内 系列間 グローバル

過去 現在 近い将来

活用
本格化

3D 活用の黎明期 デジタル活用の黎明期

3D 本格活用のはじまり デジタル活用本格化
2D中心

上流（設計）から下流（生産準備/生産）、更に最下流（販売/サービス）へ活用が拡大

2000年 2020年1980年

メインフレーム
EWS

PC

“ものづくり（生産/生産準備）”領域での拠り所の変化
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欧州の状況 ＜AP242とその規格概要＞

STEP AP242: information model

“ものづくり”データの多くの部分が、国際標準規格として制定されている

ISO committeeのHP掲載資料より
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欧州の状況 ＜ツールの実装状況＞

Slide 15

Use of STEP AP 242 in the European Aerospace and Defense industries 

PDT Europe 14 – 15 October 2014

Summary of the STEP AP242 DIS

CAD Implementation status 

Assembly 3D exact 3D 

tessellated

Graphic 

PMI

Semantic 

PMI

Composite

Coretechnologie

Dassault Systèmes

Datakit

Eurostep

ITI

PTC

Siemens PLM

TechSoft3D

T-Systems

Available
Development In progress
In Review

Results based on the feedback of the 26 March 2014, 
AP242 conference in Paris and of recent updates.

ASD（European Aerospace and Defense industries）作成の資料より

標準規格の発行と同期して標準に関する機能がITツールに実装
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クラウドを利用した実証実験の環境

IT要員の不足、IT環境の不足をクラウドを活用する事で補完
デジタル情報の活用が拡大する下流領域で適用を推進

⇒ 実証実験で具体的に確認する

クラウド環境を利用した実証実験のイメージ

必要なツール、環境、データを自由に選択できる“場”の提供

ﾊｲｴﾝﾄﾞCADﾐﾄﾞﾙﾚﾝｼﾞCAD 各種Viewer

各種CAEﾂｰﾙ 各種CAMﾂｰﾙ生産ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ

実証実験へ
向けた検討
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実証実験で目指すコト

・ “各種ITツールの活用を保証するデータ基盤”の検証
・ 基盤の維持を担保する“同一性の検証”の利用検討
・ 基盤で流通するデータの形態確認（最新のSTEPなど）

実証実験で検証/検討/確認する内容

現状利用できる“ツール/データ”を
駆使し実証実験を行い

上記内容を類推や推察で考察/検証する

標準デジタル情報（最新のSTEPなど）利活用の
“価値”や“課題”を明らかにし産業界へ訴求する

併せてクラウド活用の考察も実施

クラウド環境の
実用性/価値
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実証実験
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実証実験 テーマ一覧

各テーマ毎に実証検証に向け、クラウド環境や
関連するツール/データを用意し実証実験を実施

実証実験テーマ 担当 実証実験の観点

1 樹脂金型製作フロー NDES殿
クラウド環境の活用
効果の検証

2 スポット溶接打点の流通

ディ・アイ・スクエア殿
ファソテック殿
エリジオン殿
シーク殿
ホンダ殿

標準データの流通検証
CAD ⇒ Viewer

3

金型加工図
板金加工図
組立手順書の運用
金型要件チェック

JEITA各社殿
標準データの活用検証
コラボレーション基盤検
証
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実証実験
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実証実験 テーマ一覧

各テーマ毎に実証検証に向け、クラウド環境や
関連するツール/データを用意し実証実験を実施

実証実験テーマ 担当 実証実験の観点

1 樹脂金型製作フロー NDES殿
クラウド環境の活用
効果の検証

2 スポット溶接打点の流通

ディ・アイ・スクエア殿
ファソテック殿
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シーク殿
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標準データの流通検証
CAD ⇒ Viewer

3

金型加工図
板金加工図
組立手順書の運用
金型要件チェック

JEITA各社殿
標準データの活用検証
コラボレーション基盤検
証
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スポット溶接CADモデル

オリジナルCADデータ：形状（CATIAデータ）＋打点（Excel）

実証実験 共有モデル

CATIA、NX、Creo、Solidworks 各CADモデルの作成を依頼
⇒ 実証実験クラウド環境で利用

スポット溶接情報
・打点座標
・打点方向（ベクトル）
・接合部品（部品名称）
・材質/板厚

部品#1

部品#2

部品#3

2枚溶接

3枚溶接
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実証実験
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実証実験 テーマ一覧

各テーマ毎に実証検証に向け、クラウド環境や
関連するツール/データを用意し実証実験を実施

実証実験テーマ 担当 実証実験の観点

1 樹脂金型製作フロー NDES殿
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効果の検証

2 スポット溶接打点の流通

ディ・アイ・スクエア殿
ファソテック殿
エリジオン殿
シーク殿
ホンダ殿
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スポット溶接CADモデル

オリジナルCADデータ：形状（CATIAデータ）＋打点（Excel）

実証実験 共有モデル

CATIA、NX、Creo、Solidworks 各CADモデルの作成を依頼
⇒ 実証実験クラウド環境で利用

スポット溶接情報
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・打点方向（ベクトル）
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3枚溶接
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スポット溶接打点情報の流通 検証内容

3大
CAD

各種
Viewer

各種
ツール

各種
実務

変換保証

CATIA
（ダッソー）

VridgeR
（DIPRO）

ProcessSimulate
（Siemens）

CADのデータ（形状）
・CATIA
・NX
・Creo
・Solidworks

Viewerでの検証
・Vridger
・XVL
・3D_Analyzer
・マルチビューアーPlus
・JT2GO

STEPデータへの変換
・ASFALIS
・3D_Evolution

同一性の確認
・ASFALIS
・3D_Evolution

４つのCADデータ

5つのViewerで
それぞれ内容の確認

STEPデータ
オリジナルとの
同一性の確認

検証内容

スポット溶接情報
・打点座標
・打点方向（ベクトル）
・接合部品（部品名称）
・材質/板厚

オリジナルの作業プロセス
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実証実験から得られた知見

① 各CAD（特に3大CAD）はスポット情報の表現、格納は良好
但し、データの表現/格納の手法が各CAD毎に異なっている
外部へのI/Fもそれぞれ異なる

② Viewerへのスポット情報の受け渡し
同一ベンダーの製品間では良好（例：NX ⇒ JT2GO）
ベンダーが異なると上手く情報が渡らない
或いはViewerの機能に実装がされていない

・各ツールベンダーへの機能実装へ向けた訴求活動
・標準規格の解釈を統一し流通を担保する活動
・標準規格開発へ利用ニーズをフィードバックする活動

標準の
利活用の観点

※ エンジニアリング領域でのクラウド環境の利活用も要検討
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デジタル活用へ向けた提言

・欧米ベンチマーク活動の調査
・エンジニアリングクラウド環境活用検討

委員会
2018年度の目標
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提言書目次

1. 標準の利用/活用推進活動

1.1. 狙いと目標

1.2. 体制と計画

2. 活動の背景

2.1. 産業界の状況の変化

2.2. 労働人口の変化が及ぼす影響

2.3. デジタルによるものづくりへの期待

3. 活動の経緯

3.1. ものづくりデジタルデータの

国際標準化の状況

3.2. 欧米の取組みの調査

3.3. 産業界の状況

3.3.1. 日本の自動車産業の状況

3.3.2. ダイムラーの状況

3.4. デジタルデータの流通に関する実証実験

3.4.1. 実証実験の狙い・目的・内容

3.4.2. 実証実験のクラウド環境

3.4.3. 実証実験から得られた知見

4. 国際標準の利用/活用推進とデジタル展開

4.1. 製造業の“ものづくり”に関する現状認識

4.2. クラウド環境を利用したデジタル活用への展望

5. 製造業の“ものづくり”領域への

デジタル活用へ向けた提言

5.1. デジタル活用と国際標準化

5.2. 中小製造業の“ものづくり”の活性化へ向けた活動

製造業の”ものづくり”領域へのデジタル活用へ向けた提言書
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提言まとめ

① STEP AP242の更なる活用推進
・日本の産業界での認知度のUPとメリットの訴求活動
・ITツールベンダーへの訴求とITツールへのAP242の実装促進
・欧米のSTEP標準ベンチマーク活動との連携強化

② “ものづくり”下流領域でのデジタルデータ活用促進
・クラウド環境活用促進とコンソーシアムでのビジネスモデルの検討
・日本の中小規模の企業でのデジタル活用促進
・実際に利用価値の高いクラウドビジネスモデルの提示

③ 標準規格開発と連携した標準の利活用活動の推進
・標準の利活用活動から標準規格開発へフィードバックする活動
・AP242のセマンティックPMIなどの実利用観点でのフィードバック
・欧米標準化団体との連携強化と実利に基づいた提案の実施

2015年度～2018年度に実施したプロジェクト活動（標準の利用/活用推進委員会）の
成果である『製造業の“ものづくり”領域へのデジタル活用へ向けた提言』に則り

第2次経産省プロジェクト『標準の利用/活用検討委員会』を発足
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標準の利用/活用推進活動

第2次経産省プロジェクト活動

・欧米ベンチマーク活動の調査
・エンジニアリングクラウド環境活用検討
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欧米ベンチマーク活動調査
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欧米ベンチマークのフロー

Benchmark #1 results was published on September 2015

AFNeT作成資料
（2016年3月）

AFNeT作成のベンチマーク関連報告資料より
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欧米ベンチマークでの検証内容

ベンチマークでの同一性の検証状況

CAD A
STEP
ファイル CAD B

・形状の同一性：表面積、体積、重心などの比較で検証
・形状以外の同一性：?? （形状以外は手作業？）

欧米ベンチマークへの訴求について

・提案するユースケースに対する工夫が必要

・特に形状以外のデジタルデータの同一性については重要か？

？ ？

比較検証
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欧米ベンチマークの主体者

自動車

航空/宇宙

電気/電子

製品規模

マスプロダクション

航空機業界は、
欧米の認証制度が第一義

必ずしもISOが拠り所ではない

サプライヤーを含めた、
流通するデジタルデータの

多様性が大きい領域

サプライヤーも限られており、
流通するデジタルデータの

多様性は小さい

ベンチマーク活動の
主体者

JEITA JAMA

SJAC
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欧米ベンチマークの主体者

自動車

航空/宇宙

電気/電子

製品規模

マスプロダクション

航空機業界は、
欧米の認証制度が第一義

必ずしもISOが拠り所ではない

サプライヤーを含めた、
流通するデジタルデータの

多様性が大きい領域

サプライヤーも限られており、
流通するデジタルデータの

多様性は小さい

ベンチマーク活動の
主体者

JEITA JAMA

SJAC

次年度の活動検討
欧米が実施しているベンチマークに主体者として参加することで

流通するデジタルデータ形式の日本からのニーズを
タイムリーにITツールへの実装を具現化する
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エンジニアリングクラウド環境活用検討
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e-クラウドの活用イメージ

クラウド環境 提供サービス拡大の方向性

ビジネス環境
視点

IT技術/利用
視点

・クラウド基盤技術（認証/セキュリティ/クラウド間連携）
・ストレージの柔軟利用、データ管理サービス（蓄積/管理/活用）

・データ変換
・各種ツール利用
CAD、CAM、CAE、Viewer、他

・データ交換/共有
・コミュニケーション環境

Web会議、画面共有

“個”での利用 “連携”
e-クラウド環境でビジネスプロセスを実現

基盤クラウド環境

コラボレーション環境

コラボレーション：データ共有＋コミュニケーション
ビジネスとして何かを産出す為に不可欠な環境

ビジネスニーズへ
向けた展開

今後のトレンド：“所有”から“サービスの利用/活用”へ

ビジネスニーズの方向
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e-クラウド活用検討

e-クラウド利用技術研究会へ向けた検討
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エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会構成メンバー（案）

クラウド運営事業者、サービスベンダー、ツールベンダー、利用者

各構成メンバーと訴求方法

利用者（JAMA/JEITA各社）団体への説明、必要があれば個社へ

説明を実施

利用者（サプライヤー）は、参加するJAMA/JEITA各社へ関連する

サプライヤーに対し働き掛けをお願いする

別途、部工会（JAPIA）殿へ個別で依頼

利用者として型技術協会等へ説明会を実施

サービスベンダーは、参加する各社からの推薦を基本に説明を実施

クラウド運営事業者は、説明会を実施

案内の基準：本委員会の参加各社、JAMA CAEクラウド調査

タスク参加各社、その他

設立へ向けた
検討
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e-クラウド活用検討

e-クラウド利用技術研究会へ向けた検討
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エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会構成メンバー（案）

クラウド運営事業者、サービスベンダー、ツールベンダー、利用者

各構成メンバーと訴求方法

利用者（JAMA/JEITA各社）団体への説明、必要があれば個社へ

説明を実施

利用者（サプライヤー）は、参加するJAMA/JEITA各社へ関連する

サプライヤーに対し働き掛けをお願いする

別途、部工会（JAPIA）殿へ個別で依頼

利用者として型技術協会等へ説明会を実施

サービスベンダーは、参加する各社からの推薦を基本に説明を実施

クラウド運営事業者は、説明会を実施

案内の基準：本委員会の参加各社、JAMA CAEクラウド調査

タスク参加各社、その他

設立へ向けた
検討
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エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会の活動概要（案）

クラウド環境の利活用へ向けた要件整理

・セキュアな環境についての要件検討、整理

⇒ 手掛かり：自工会が作成したハンドブック

＜CAEクラウド活用ハンドブック v1.0＞

- クラウド運用事業者についての要件

- クラウド環境利用者についての要件

・クラウドを利用するための機能/サービス要件の検討、整理

- 利用者視点で必要な機能/サービスの洗出し

- 提供者視点で”より良い”機能/サービスの洗出し

クラウド活用を促進、定着化するための”仕掛け”の検討

・国からの助成制度の検討

- 助成制度（案）：研究会で整理した要件を満たすクラウド環境を

利用する場合、利用者に対し利用費用の一部を助成

設立へ向けた
検討
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e-クラウド活用検討

e-クラウド利用技術研究会へ向けた検討
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エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会構成メンバー（案）

クラウド運営事業者、サービスベンダー、ツールベンダー、利用者

各構成メンバーと訴求方法

利用者（JAMA/JEITA各社）団体への説明、必要があれば個社へ

説明を実施

利用者（サプライヤー）は、参加するJAMA/JEITA各社へ関連する

サプライヤーに対し働き掛けをお願いする

別途、部工会（JAPIA）殿へ個別で依頼

利用者として型技術協会等へ説明会を実施

サービスベンダーは、参加する各社からの推薦を基本に説明を実施

クラウド運営事業者は、説明会を実施

案内の基準：本委員会の参加各社、JAMA CAEクラウド調査

タスク参加各社、その他

設立へ向けた
検討

39Copyright (C) Japan Promotion Council for ISO TC184/SC4ISO TC184/SC4 推進協議会

エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会の活動概要（案）

クラウド環境の利活用へ向けた要件整理

・セキュアな環境についての要件検討、整理

⇒ 手掛かり：自工会が作成したハンドブック

＜CAEクラウド活用ハンドブック v1.0＞

- クラウド運用事業者についての要件

- クラウド環境利用者についての要件

・クラウドを利用するための機能/サービス要件の検討、整理

- 利用者視点で必要な機能/サービスの洗出し

- 提供者視点で”より良い”機能/サービスの洗出し

クラウド活用を促進、定着化するための”仕掛け”の検討

・国からの助成制度の検討

- 助成制度（案）：研究会で整理した要件を満たすクラウド環境を

利用する場合、利用者に対し利用費用の一部を助成

設立へ向けた
検討
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エンジニアリングクラウド利用技術研究会

研究会の活動概要（案）

クラウド環境で利用できるサービスの検討

・クラウド環境で利用できる（利用したい）ツールの検討

・ストレージ、CPUパワー等の利用リソースの検討

・データ管理ツール等の検討

設立へ向けた
検討

次年度の活動検討
エンジニアリングクラウド利用技術研究会を発足し

関係者それぞれがWin-Winとなるためのサービスの在り方や
基盤環境の要件を整理し提言書としてまとめる
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活動のまとめ

・デジタル利活用の展望
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STEP AP242の規格概要

STEP AP242: information model（2014年時点）

STEP AP242 の現在
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AP242-ed2の規格概要

STEP AP242-ed2: information model（2018年時点）

：従来から追加された部分

ISO committeeのHP掲載資料より

デジタルデータの規格対象領域がどんどん拡大している
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2D図面から3Dデータ（デジタル情報）を駆使した“ものづくり”の変遷

拠り所 図面
3Dデータ
（図面）

3D図面（単独図）
3D寸法

デジタル情報

利用
状況

データの
トレンド

流通/活用
領域の

拡大状況

産業界の
メリット

人作業 “大”
品質バラツキ “大”

人作業 “小”
品質バラツキ “小”

系列内 系列間 グローバル

過去 現在 近い将来

活用
本格化

3D 活用の黎明期 デジタル活用の黎明期

3D 本格活用のはじまり デジタル活用本格化
2D中心

デジタル情報活用の課題と対応

多くの中小製造業の実態

2000年 2020年1980年

2000年 2020年1980年

自動車をはじめとする先行企業

放置すると徐々にギャップが拡大

①に対する施策：
e-クラウド環境を利用した実績のあるデジタル活用プロセスの提供

②に対する施策：
欧米ベンチマークを活用した有用なデジタルデータのITツールへの実装

① ②

デジタル活用の”底上げ”をすると共に、
現状のデジタル活用の課題を認識し

“デジタル”そのものの展望に対し再考が必要
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デジタル活用の課題

デジタル情報を最上流へ還流させる事により

“ものづくり”プロセスのデジタル情報のあり方が大きく変化

企画 デザイン 設計 実験/評価 生産準備 製造/検査 サービス

“人”がアナログ情報を還流

デジタルを活用 “もの”が主体

現状：デジタルのものづくりフロー

＜ “手段” ⇒ “手法” ＞
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大きな転換に向けて

⇒ “手法” “手段”
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大きな転換に向けて

デジタルを活用した”ものづくり”

⇒ デジタルで考える”ものづくり”

“手段” ⇒ “手法” 
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2D図面から3Dデータ（デジタル情報）を駆使した“ものづくり”の変遷

拠り所 図面
3Dデータ
（図面）

3D図面（単独図）
3D寸法

デジタル情報

利用
状況

データの
トレンド

流通/活用
領域の

拡大状況

産業界の
メリット

人作業 “大”
品質バラツキ “大”

人作業 “小”
品質バラツキ “小”

系列内 系列間 グローバル

過去 現在 近い将来

活用
本格化

3D 活用の黎明期 デジタル活用の黎明期

3D 本格活用のはじまり デジタル活用本格化
2D中心

上流（設計）から下流（生産準備/生産）、更に最下流（販売/サービス）へ活用が拡大

2000年 2020年1980年

メインフレーム
EWS

PC

デジタル情報活用へ向けた展望

デジタルで考える
“ものづくり”

エンジニアリング
クラウド環境
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ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。


